
1． 動物のふん尿量の算出方法

動物のふん尿の発生量の推計には、農林水産省より提供された資料「家畜排せつ物量の原単位」に記載している１頭羽当たりの１日排せつ物量（動物のふん尿原単位）を用いた。

この動物のふん尿原単位と大阪府の牛、豚、鶏の頭羽数を使用して、それぞれ畜種毎のふん尿発生量を求めた。

	区分
	飼養頭羽数

(頭羽)
	原単位

(kg/頭羽/日)
	年間発生量

(t/年)
	合計

(t/年)

	
	
	ふん
	尿
	ふん
	尿
	

	乳用牛
	搾乳牛
	940
	45.5
	13.4
	15,611
	4,598
	20,209

	
	乾・未経
	150
	29.7
	6.1
	1,626
	334
	1,960

	
	育成牛
	150
	17.9
	6.7
	980
	367
	1,347

	肉用牛
	2歳未満
	300
	17.8
	6.5
	1,949
	712
	2,661

	
	2歳以上
	130
	20.0
	6.7
	949
	318
	1,267

	
	乳用種
	220
	18.0
	7.2
	1,445
	578
	2,024

	豚
	肥育豚
	3,300
	2.1
	3.8
	2,552
	4,619
	7,171

	
	繁殖豚
	120
	3.3
	7.0
	145
	307
	451

	採卵鶏
	成鶏
	52,000
	0.136
	―
	2,581
	―
	2,581

	
	ヒナ
	5,000
	0.059
	―
	108
	―
	108

	
	合計
	39,778


原単位出典:「我が国における家畜排泄物の実態と今後の課題(環境保全と新しい畜産)」農林水産技術情報協会（1997)より

2． 動物の死体量の算出方法

畜種毎に家畜共済（農業災害補償法に基づく共済事業の１つ）の加入頭数及び死亡廃用事故頭数から算出した値を死亡率（死亡頭数／加入頭数）とし、これに畜種毎の体重の中央値を乗じて各畜種の死体の原単位（ｔ／頭）とした。


畜種ごとの原単位(ｔ/頭)＝　　　　　　　　　　　　　　　　　×

	区分
	飼養頭数

(頭)
	体重の中央値

(t)
	原単位

(t/頭)
	年間発生量

(t/年)

	乳用牛
	搾乳牛
	940
	0.650
	0.112819
	106

	
	乾・未経
	150
	0.600
	0.104141
	16

	
	育成牛
	150
	0.270
	0.016574
	2

	肉用牛
	2歳未満
	300
	0.300
	0
	0

	
	2歳以上
	130
	0.550
	0
	0

	
	乳用種
	220
	0.475
	0
	0

	豚
	肥育豚
	3,300
	0.070
	0
	0

	
	繁殖豚
	120
	0.225
	0
	0

	
	合計
	124


家畜の体重出典:｢堆肥化施設設計マニュアル｣(社団法人中央畜産会)

3． 鉱業の汚泥量の算出方法

鉱業から排出される汚泥については、採取した砂利を「洗い砂」として砂利を洗浄することにより排出される汚泥が主要なため、砂利採取量の半分を洗い砂の生産量とし、
１ｍ３を1.6ｔとして換算、その10％を汚泥の発生量とした。

砂利採取量は、経済産業省より公表される「砂利採取業務状況報告書集計表」の数値を用いた。

共済加入の死亡廃用事故頭数(頭)


共済加入の頭数(頭)





畜種ごとの体重の中央値(kg/頭)


1,000(kg/t)









